
サイバーインテリジェンスの脅威サイバーインテリジェンスの脅威

標的型ﾒｰﾙ攻撃による情報窃取の例

サイバーインテリジェンスとは

• 情報通信技術を用いた諜報活動であり、機密情報が窃取されれば、我が国の治安、外交、安全保障、
社会経済活動等に重大な影響が生じるおそれがある（「最も安全で安価なスパイ」）。

• 中でも、市販のウイルス対策ソフトでは検知できない不正プログラムを添付した電子メールを送信し、
これを受信したコンピュータを不正プログラムに感染させることにより、情報の窃取を図る「標的型メー

ル攻撃」による被害が懸念されている。
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